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夢をかなえる
　若手農業従事者紹介



2令和 8年 2月号

「
農
業
の
楽
し
さ
」
を

実
感
し
て
い
ま
す

豊
浦
地
区
　
藤
田
　
る
い
さ
ん

　
私
は
、
新
潟
県
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、（
有
）
ア
シ
ス
ト

二
十
一
に
入
社
し
、
現
在
５
年
目
に
な
り
ま
す
。
担
当
し
て

い
る
業
務
は
、水
稲
と
飼
料
作
物
の
栽
培
管
理
、ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
農
機
や
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で

す
。
農
閑
期
に
は
耕
畜
連
携
の
一
環
と
し
て
酪
農
家
さ
ん
の

と
こ
ろ
へ
お
手
伝
い
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
就
農
し
た
当
初
は
予
想
し
て
い
た
以
上
に
多
種
多
様
な
農

作
業
が
あ
り
戸
惑
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
ず

つ
仕
事
も
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
は
「
農
業
の
楽
し
さ
」
を
実
感
し
な

が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、学
校
田
な
ど
の
地
域
活
動
を
通
じ
て「
農

業
の
魅
力
」
を
地
域
の
方
々
や
こ
ど
も
達
に
も
伝
え
て
い
く

こ
と
で
す
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
成
長
と
次
世
代
の
若
手
農

業
者
の
育
成
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
、
新
潟
県
の
農
業
を
新
発

田
地
域
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

今
は
様
々
な
人
た
ち
と
交
流
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
よ

う
活
動
し
て
い
ま
す
。

�

（
ま
と
め　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　
横
野　
寛
）

若手農 業従事者紹介若手農 業従事者紹介



3 令和 8年 2 月号

「
次
世
代
を
担
う
若
手
農
業
者
」

�

五
十
公
野
・
米
倉
地
区
　
齋
藤
　
大
さ
ん

　
齋
藤
さ
ん
は
五
十
公
野
地
区
及
び
米
倉
地
区
で
柑
橘
類
、
ぶ
ど
う
、
い
ち
じ
く
な
ど
の

果
樹
と
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
露
地
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
新
規
就
農
し
た
齋
藤
さ
ん
。
就
農
の
き
っ
か
け
は
「
自
分
で
商
品
を
作
り
販
売
ま

で
を
行
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
農
業
を
選
び
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
、
新
潟
市
西
蒲
区

の
農
業
法
人
に
従
事
し
て
い
た
４
年
間
で
様
々
な
農
家
と
交
流
す
る
う
ち
に
、
口
に
運
び

や
す
く
、
調
理
し
な
く
て
も
美
味
し
い
果
樹
作
物
を
柱
と
し
て
営
農
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
湧
い
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
圃
場
が
あ
る
地
区
は
五
頭
山
麓
か
ら
の
強
風
「
だ
し
の
風
」
が
吹
く
地
域
で
あ
る
こ
と

か
ら
果
樹
の
中
で
も
比
較
的
風
に
強
い
「
ぶ
ど
う
」
と
五
十
公
野
地
区
で
馴
染
み
の
あ
る

「
い
ち
じ
く
」を
新
規
に
定
植
。ぶ
ど
う
は
人
気
の
あ
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
ピ
オ
ー

ネ
、
新
世
代
の
品
種
も
含
め
て
十
種
類
ほ
ど
を
定
植
。「
品
質
の
良
さ
」
を
重
視
し
、
雨
よ

け
ハ
ウ
ス
を
整
備
し
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ち
じ
く
は
糖
度
が
高
く
一
文
字
樹

形
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
生
産
性
も
高
い
桝
井
ド
ー
フ
ィ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
果
樹

は
定
植
１
年
目
は
根
の
量
が
少
な
く
繊
細
で
弱
く
、
気
候
の
影
響
で
生
育
が
思
い
通
り
に

な
ら
な
い
株
も
あ
り
ま
し
た
が
、
潅
水
設
備
の
整
備
や
、
排
水
の
た
め
に
明
渠
を
掘
っ
た

り
し
て
な
ん
と
か
乗
り
切
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
露
地
野
菜
と
し
て
は
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ね
ぎ
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
鮮
度
が
大
事
。
収
穫
し
た
そ
の
時
か

ら
糖
度
や
旨
味
が
落
ち
て
い
く
の
で
、
な
る
べ
く
な
ら
そ
の
日
の
う
ち
に
召
し
上
が
っ
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
自
分
で
直
売
し
た
り
、
地
域
の
直
売
所
で
販
売
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
」
と
の
こ
と
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、「
秋
の
収
穫
が
果
樹
と

野
菜
と
重
な
る
た
め
人
手
の
確
保
が
課
題
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
次
代
を
担
う
若
手
農
業
者
と
し
て
、
益
々
の
ご
活
躍
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
聞
き
手　
農
業
委
員　
菅
原　
昭
榮
）

若手農 業従事者紹介若手農 業従事者紹介特集
夢をかなえる夢をかなえる



4令和 8年 2月号

「㈲横田農場」ライスセンター

廃校舎を利用したらぽっぽなめがたファー
マーズヴィレッジ

「㈲横田農場」代表取締役　横田　修一さん

らぽっぽなめがたファーマーズヴィレッジの
収穫の様子

　
地
域
で
離
農
が
進
む
な
か
、
農
地
集
積
で
規
模
拡
大
を
続
け
る
稲
作
農
業
法
人
と
国
産
原
材
料
確

保
を
契
機
に
農
業
生
産
に
参
入
し
て
地
域
活
性
化
に
も
取
り
組
む
食
品
企
業
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　
龍
ヶ
崎
市
の
平
坦
な
水
田
地
帯
で
１
７
７
ha
の
経
営
面
積
を
有
す
る
、「
有
限
会
社
横
田
農
場
」
は

圃
場
４
１
４
枚
（
30
ａ
未
満
57
％
）
が
２
・
５
km
四
方
に
集
約
で
き
て
い
る
。
現
在
も
毎
年
５
～
10 

ha
拡
大
し
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年
は
連
担
化
、
畔
抜
き
で
圃
場
枚
数
は
減
少
、
社
員
数
も
増
加
し
て

い
な
い
。
さ
ら
に
同
社
の
特
徴
で
あ
る
、
一
台
の
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
作
業
を
実
現
し
て
い

る
。
現
在
の
農
地
集
約
型
の
大
規
模
経
営
に
つ
い
て
「
規
模
拡
大
を
目
指
し
て
は
い
な
い
。
地
域
の

状
況
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
結
果
で
あ
る
（
消
極
的
な
規
模
拡
大
）」
と
横
田
代
表
は
言
う
。
同

社
が
長
年
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ
た
信
頼
の
結
果
な
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
他
に
も
調
査
・
デ
ー
タ
に
基
づ
く
施
肥
・
防
除
、「
自
律
分
散
型
組
織
」
に
よ
る
独
特
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
、「
横
田
の
米
」の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、参
考
に
な
る
取
り
組
み
が
多
々

あ
り
、
農
作
業
の
特
性
を
熟
知
さ
れ
、
お
米
づ
く
り
に
愛
情
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
様
子
を

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
ら
ぽ
っ
ぽ
な
め
が
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」は
行
方
市
の
丘
陵
地
帯
に
あ
り
、そ
の
拠
点

と
な
る
建
物
は
廃
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
で
あ
る
。
入
り
口
に
は
「
日
本
の
農
業
を
ス
テ

キ
に
し
よ
う
」
と
刻
ま
れ
た
大
き
な
石
碑
が
目
に
飛
び
込
む
。
や
き
い
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
体
験
型
農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
市
内
外
や
都
心
か
ら
多
く
の
来
場
者
を
呼
び
込
ん

で
お
り
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
運
営
す
る
株
式
会
社
な
め
が
た
し
ろ
は
と
フ
ァ
ー
ム
は
、
主
力
商
品
で
あ
る
大
学

イ
モ
な
ど
の
原
料
確
保
（
企
業
の
課
題
）、
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
（
地
域
の
課
題
）
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
Ｊ
Ａ
、
市
の
協
力
の
も
と
、
食
品
企
業
が
生
産
か
ら
販
売
ま

で
一
貫
し
た
６
次
産
業
に
取
り
組
む
形
で
設
立
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
原
料
さ
つ
ま
い
も
の
生
産
は
定

植
、
収
穫
が
機
械
化
さ
れ
て
お
り
、
販
路
が
明
確
で
キ
ズ
い
も
も
含
め
て
全
量
商
品
化
さ
れ
る
。
会

社
設
立
以
来
13
年
間
、
新
卒
者
、
特
に
都
会
女
子
の
採
用
（
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
）
や
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
の
地
元
採
用
を
続
け
、
さ
ら
に
は
耕
作
放
棄
地
を
直
営
農
場
化
す
る
な
ど
、
産
業
政
策

と
地
域
政
策
を
両
輪
で
す
す
め
て
い
る
。

　
食
料
シ
ス
テ
ム
の
出
口
を
持
つ
企
業
と
の
提
携
・
連
携
は
有
効
な
産
地
戦
略
で
あ
る
。
若
手
農
家

育
成
の
た
め
に
農
業
を
魅
力
あ
る
産
業
に
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
施
策
や
環
境
づ
く
り
が
地
方
、

地
域
の
盛
衰
を
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

�

農
政
推
進
部
会　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　
加
藤　
雅
之

農
業
委
員
会
視
察
研
修
を
終
え
て

令
和
７
年
11
月
19
日
、
20
日　
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
・
行
方
市



5 令和 8年 2 月号

※この情報は、令和７年中に公告した農地の賃貸借契約のデータを単純集計したものです。
�（単位：10ａ当たり）

区 分
地 区 1 ２ ３ 畑
賃
借
料

最高契約額  27,000円  25,000円 　　5,000円 20,000円

平均契約額  18,059円  15,317円 　　5,000円   8,931円

最低契約額    5,000円    4,000円 　　5,000円   3,000円

下記を除く
新発田市全地区★ 圃場整備済地区 圃場整備未済地区 畑の金額は、新発田

市全域のデータになっ
ています。赤　　谷 　 　 全地区

豊　　浦 圃場整備済地区

区 画 整 備 済 地 区 で
10～20ａ区画全域
及び福島潟周辺並び
に山沿地区で圃場整
備未済地区

【最多契約金額】
5,000円

加 治 川 圃場整備済地区
圃場整備未済地区及
び山沿地区で圃場整
備未済地区

※　�農地法の改正により標準小作料が廃止されたことに伴い、新発田市では上記のとおり賃借料の目安となる情報提供を
行います。

※　�農地の賃借料の集計は字単位で行われているため、圃場整備が字の全部で完了していない場合も区分１の圃場整備済
地区に集計しています。

※　データ集計の際、０円（使用貸借）契約は除外しています。
★　下記を除く新発田市全地区は、新発田、五十公野、松浦、米倉、川東、菅谷、加治、佐々木、紫雲寺の各地区です。

★年間60日以上農業に従事する方で、60歳未満の国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）の方
であれば、どなたでも加入できます。
★積み立てた保険料とその運用益により将来受け取る年金額が決まる積立方式・確定拠出型ですので、少子
高齢時代でも非常に安定的な財政方式の年金です。
★保険料は月額２万円（ただし、35歳未満かつ政策支援加入の対象とならない方は月額１万円）～６万７千
円の間で、千円単位で自由に決められ、経営状況や家計の状況に応じていつでも見直せます。
★年金は終身受給できます。加入者や受給者が80歳前に亡くなられた場合は、死亡一時金がご遺族に支給さ
れます。
★保険料は全額が社会保険控除の対象で、支払われる年金にも公的年金等控除が適用されます。死亡一時金
は非課税です。保険料の運用益も非課税です。
★２万円の保険料の支払いが難しい場合は、保険料の国庫補助の仕組みがあります。国庫補助を受けるには
認定農業者で青色申告者等の一定の要件が必要です。

令和７年中に公告した新発田市の
農地賃借料情報をお知らせします。

農業者年金に加入しませんか？▎▏▏



6令和 8年 2月号

１　

�

業
務
概
要 

及
び 

募
集
人
員
等

●
業
務
概
要

　

�　
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
な
ど
の
申

請
の
審
議
を
行
う
ほ
か
、農
地
法
及
び
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
等
で
規
定

さ
れ
る
業
務
（
農
地
集
積
・
集
約
化
の

推
進
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

●�

募
集
人
員　
19
人
（
中
立
委
員
１
人
以

上
を
含
む
）

●�

任　
　
期　
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
た
日

（
令
和
８
年
７
月
20
日
の
予
定
）
か
ら
３

年
間

●�

報　
　
酬　
月
額
２
０
，８
０
０
円
に
、

市
長
が
別
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額

（
市
議
会
２
月
定
例
会
で
令
和
８
年
度
当

初
予
算
案
が
議
決
さ
れ
た
後
に
決
定
し

ま
す
。）

●
身　
　
分　
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

２　
被
推
薦
・
応
募
資
格

　
農
業
に
関
す
る
識
見
及
び
農
業
振
興
に

熱
意
を
有
し
、農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
農
業
委
員

会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、そ
の
職

務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
、就

任
予
定
日
に
お
い
て
、次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
者

　
①�　
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
者

　
②�　
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

　
③�　
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
政
委

員
会
の
委
員

　
④�　
中
立
委
員（
農
業
委
員
会
の
所
掌
に

属
す
る
事
項
に
関
し
利
害
関
係
を
有

し
な
い
者
）に
つ
い
て
は
、農
業
を
営

ん
で
い
る
者

３　

�

推
薦
・
応
募
受
付
期
間 
及
び 
手
続
き

　
募
集
要
項
及
び
推
薦
書
・
応
募
書
は
、新

発
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
次
の
担
当
窓
口
及
び
豊

浦
・
紫
雲
寺
の
支
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

●�

受
付
期
間　
令
和
８
年
２
月
２
日
（
月
）

か
ら
令
和
８
年
３
月
３
日
（
火
）
ま
で

●
提
出
書
類　
推
薦
書
又
は
応
募
書

　

�　
推
薦
書
・
応
募
書
は
、
令
和
８
年
３

月
３
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
又
は
直
接
持
参
で
、

次
の
担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
期
限
内
必
着
。直
接
持
参
す
る
場
合
は

午
後
５
時
15
分
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
）。

　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

�

（
加
治
川
庁
舎
内
）

　
　
〒
９
５
９
‒
２
４
１
５

　
　
新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
５
４
‒
３
３
‒
３
９
３
０

　
　

E-m
ail

：�

　
　

nougyou@
city. shibata.lg.jp

４　
審
査
方
法

　
審
査
会
に
よ
る
審
査（
必
要
に
応
じ
て
面

接
等
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

５　
審
査
の
結
果
通
知

　
令
和
８
年
５
月
末
ま
で
に
応
募
又
は
推

薦
を
受
け
た
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

６　
そ
の
他

　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
同
時
に
応
募
し
、推
薦
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、両
方
の
職
を
兼
ね
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
募
集
期
間
中
と
募
集
期
間
終
了
後
の
２

回
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
左
記
事
項
を

第第
2626
期期  

農
業
委
員

農
業
委
員  

及
び
及
び  

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員  

を
募
集

を
募
集
し
ま
し
ま
すす

■
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

■
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

　
　
　
　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
加
治
川
庁
舎
内
）　
〒
９
５
９

　
　
　
　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
加
治
川
庁
舎
内
）　
〒
９
５
９
‒‒
２
４
１
５

２
４
１
５  

新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５
４

新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５
４
‒‒
３
３
３
３
‒‒
３
１
１
９
）

３
１
１
９
）

公
開
し
ま
す
。

　
①�　
推
薦
し
た
個
人
の
氏
名
、職
業
、年

齢
及
び
性
別

　
②�　
推
薦
し
た
法
人
・
団
体
な
ど
の
名

称
、目
的
、代
表
者
又
は
管
理
人
の
氏

名
、構
成
員
の
数
、構
成
員
た
る
資
格

及
び
そ
の
他
の
推
薦
し
た
者
の
性
格

を
明
ら
か
に
す
る
事
項

　
③�　
推
薦
を
受
け
た
者
又
は
応
募
し
た

者
の
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
性
別
、
経

歴
及
び
農
業
経
営
の
状
況
及
び
認
定

農
業
者
で
あ
る
か
否
か
の
別

　
④�　
推
薦
又
は
応
募
の
理
由

　
⑤�　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
推
薦

又
は
応
募
し
て
い
る
か
否
か
の
別

　
⑥�　
推
薦
を
受
け
た
者
の
人
数
並
び
に

そ
の
う
ち
の
認
定
農
業
者
等
、
青
年

（
49
歳
以
下
の
者
）
及
び
女
性
の
人
数

　
⑦�　
応
募
し
た
者
の
人
数
並
び
に
そ
の

う
ち
の
認
定
農
業
者
等
、青
年（
49
歳

以
下
の
者
）
及
び
女
性
の
人
数



7 令和 8年 2 月号

１　
業
務
概
要 
及
び 

募
集
人
員
等

●
業
務
概
要

　

�　
農
地
法
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
等
で
規
定
さ
れ
る
業
務
（
農
地

集
積
・
集
約
化
の
推
進
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
、新
規
参
入
の
促
進
な

ど
）を
担
当
す
る
区
域
で
行
う
ほ
か
、農

地
の
権
利
設
定
や
有
効
利
用
、農
業
経
営

な
ど
に
関
す
る
農
業
者
等
か
ら
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●
募
集
人
員　
22
人

●�

任　
　
期　
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
日（
令
和
８
年
７
月
20
日
以
降
を
予

定
）
か
ら
農
業
委
員
の
任
期
ま
で

●�

報　
　
酬　
月
額
１
３
，２
０
０
円
に
、

市
長
が
別
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額

（
市
議
会
２
月
定
例
会
で
令
和
８
年
度
当

初
予
算
案
が
議
決
さ
れ
た
後
に
決
定
し

ま
す
。）

●
身　
　
分　
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

●
区　
　
域

　

�　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
担
当

す
る
区
域
を
次
の
と
お
り
定
め
、そ
の
区

域
を
単
位
と
し
て
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
推
薦
及
び
募
集
を
し
ま
す
。

２　
被
推
薦
・
応
募
資
格

　
地
域
か
ら
の
信
頼
並
び
に
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意
及
び
識
見
を

有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の

所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ
の
職
務

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
、
就

任
予
定
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
者

　
①�　
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
者

　
②�　
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

　
③�　
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
政
委

員
会
の
委
員

３　
推
薦
・
応
募
受
付
期
間 

及
び 

手
続
き

　
募
集
要
項
及
び
推
薦
書
・
応
募
書
は
、
新

発
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
ほ
か
、
次
の
担
当
窓
口
及
び
豊
浦
・

紫
雲
寺
の
支
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

●�

受
付
期
間　
令
和
８
年
２
月
２
日
（
月
）

か
ら
令
和
８
年
３
月
３
日
（
火
）
ま
で

●
提
出
書
類　
推
薦
書
又
は
応
募
書

�　

�　
推
薦
書
・
応
募
書
は
、
令
和
８
年
３

月
３
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
又
は
直
接
持
参
で
、

次
の
担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
期
限
内
必
着
。
直
接
持
参
す
る
場
合

は
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
）。

　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
治
川
庁
舎
内
）

　
　
〒
９
５
９
‒
２
４
１
５

　
　
新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
５
４
‒
３
３
‒
３
９
３
０

　
　

E-m
ail

：

　
　

�nougyou@
city.shibata.lg.jp

４　
審
査
方
法

　
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
（
必
要
に
応

じ
て
面
接
等
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

５　
審
査
の
結
果
通
知

　
令
和
８
年
５
月
末
ま
で
に
応
募
又
は
推

薦
を
受
け
た
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

６　
そ
の
他

　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
同
時
に
推
薦
、
応
募
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
が
、
両
方
の
職
を
兼
ね
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
募
集
期
間
中
と
募
集
期
間
終
了
後
の
２

回
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
左
記
事
項

を
公
開
し
ま
す
。

　
①�　
推
薦
し
た
個
人
の
氏
名
、
職
業
、

年
齢
及
び
性
別

　
②�　
推
薦
し
た
法
人
・
団
体
な
ど
の
名

称
、
目
的
、
代
表
者
又
は
管
理
人
の

氏
名
、
構
成
員
の
数
、
構
成
員
た
る

資
格
及
び
そ
の
他
の
推
薦
し
た
者
の

性
格
を
明
ら
か
に
す
る
事
項

　
③�　
推
薦
を
受
け
た
者
又
は
応
募
し
た

者
の
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
性
別
、

経
歴
及
び
農
業
経
営
の
状
況

　
④�　
推
薦
又
は
応
募
の
理
由

　

�

⑤�　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
同
時
に
推
薦
又
は
応

募
し
て
い
る
か
否
か
の
別

　
⑥�　
地
区
名
ご
と
の
推
薦
を
受
け
た
者

又
は
応
募
し
た
者
の
人
数
並
び
に
そ

の
う
ち
の
青
年
（
49
歳
以
下
の
者
）

及
び
女
性
の
人
数

地区名 地区の区域 人数

新 発 田

新栄町、富塚町、住吉町、舟入町、大栄町、
御幸町、中曽根町、新富町、東新町、本町、
豊町１丁目、４丁目、諏訪町、中田町、小舟町、
緑町、城北町、舟入、弓越、富塚、奥山新保、
中曽根、高浜、板敷、東塚ノ目、中田、西名柄、
島潟、道賀、長畑、桑ノ口、下名柄、中谷内、
小舟渡

２

佐 々 木
佐々木、上中沢、西蓑口、飯島甲・乙、下興野、
太田新田、飯島新田、鳥穴、砂山、曽根、
日渡、則清、則清新田、西宮内、北蓑口

２

米 倉
赤 谷
五十公野

米倉、大槻、山内、中々山、滝谷、上赤谷、
滝 谷 新 田、 江 口、 丑 首、 上 内 竹、 下 内 竹、 
五十公野（小路、杉原、外城、上町、下町、七軒町、
山王）、天ノ原、山崎、小見、古寺、上新保、
下新保、金谷、豊町２丁目、豊町３丁目

３

松　　浦
大崎、六日町、八幡、八幡新田、小友、浦新田、
浦、法正橋、松岡、荒川、上中山、新荒川、
瑞波

２

川　　東

上大友、下大友、車野、西姫田、石喜、敦賀、
下高関、下岡田、上岡田、宮古木、小戸、
板山、上車野、田貝、虎丸、上三光、下三光、
上楠川、下楠川、東姫田、南楯、上羽津、
下羽津、本間新田、長峰

３

菅　　谷

上荒沢、溝足、熊出、丸市、下中山、横山、
上寺内、下寺内、〆切（蔵光）、東宮内、中妻、
黒岩、麓、上中江、下中江、北中江、中倉、
蔵光、菅谷、小出、繁山、下石川、中川、
丸山、滝、上石川

２

豊　　浦 旧豊浦町の区域 ３
紫 雲 寺 旧紫雲寺町の区域 ２

加 治
加 治 川

館 野 小 路、 新 保 小 路、 茗 荷 谷、 金 津、 
〆切（早道場）、早道場、上館、新屋敷、下中、
下今泉、上小松、下小松、三日市
旧加治川村の区域

３

◀ 農地利用最適化推進委員の担当区域と募集人数 ▶
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■
発

行
　

新
発

田
市

農
業

委
員

会
　

☎
 0

2
5
4
-3

3
-3

1
1
9

　
　

　
　

〒
959-2415 新

発
田

市
住

田
510番

地
 FA

X
 0254-33-3930

■
印

刷
　

島
津

印
刷

株
式

会
社

ご意見・ご感想をお寄せください。　　農業委員会事務局　TEL 0254-33-3119

農
業

委
員

会
広

報

令和 8年 2月号

今回は新発田地区の長畑集落にある
「斎藤祐司」さんへおじゃましました。
� （担当：武藤 直樹 委員）

今
回
は
、
新
発
田
地
区
の
長
畑
集
落

で
水
稲
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
将
来

を
見
据
え
て
園
芸
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
「
斎
藤
祐
司
」
さ
ん
（
50
歳
）
を
紹

介
し
ま
す
。

代
々
農
業
を
し
て
き
た
斎
藤
家
で

す
が
、
祐
司
さ
ん
は
専
門
学
校
卒
業
後

他
業
種
で
全
く
違
う
仕
事
を
経
験
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
約
10
年
前
に
家
業
を
継

ぎ
、
今
で
は
年
々
経
営
面
積
が
増
え
て

い
る
地
域
を
代
表
す
る
立
派
な
担
い
手

に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
経
営
内
容
は
移
植
水
稲
約

33
㏊
に
イ
チ
ゴ
（
越
後
姫
）
用
ハ
ウ
ス

2
棟
を
メ
イ
ン
と
し
、
育
苗
ハ
ウ
ス
を

有
効
活
用
し
て
ブ
ド
ウ
（
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
）・
オ
ー
タ
ム
ポ
エ
ム
・
ほ

う
れ
ん
草
な
ど
も
生
産
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
地
区
外
の
農
家
と
連

携
し
、
自
前
の
ド
ロ
ー
ン
で
カ
メ
ム
シ

防
除
も
行
っ
て
い
ま
す
。

水
稲
・
ド
ロ
ー
ン
は
祐
司
さ
ん
、
経

理
は
奥
様
、
イ
チ
ゴ
・
ブ
ド
ウ
・
野
菜

は
ご
両
親
と
家
族
で
日
々
の
作
業
を
行

い
、
各
作
物
の
繁
忙
期
に
は
家
族
間
で

の
協
力
や
集
落
の
方
々
数
名
の
手
伝
い

で
、
経
営
に
取
り
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新規・更新の申請は、農地中間管理機構（農
林公社介在）又は、農地法第３条の許可のどち
らかになります。

基盤法相対（売買・貸借）は
令和６年度で廃止になりました

①農地中間管理機構（貸借）
　・４月24日（金）まで受付
　・６月26日（金）から受付再開
②農地中間管理機構（売買）
　・通年受付
③農地法第３条許可（売買・貸借）
　・４月24日（金）まで受付
　・８月12日（水）から受付再開
※畑は通年で受付しています。

令和８年度からの農地（田）の
権利移動の手続きについて

本年度もいよいよ締めくくりの時期を迎えました。
令和７年度は全国的に米価の高騰が続き、報道でも大

きく取り上げられ、一見すれば好材料のようにも思われ
ますが、その背景には資材や燃料の高騰、異常気象によ
る収量の不安定化など、決して楽観できない現実があり
ます。農業経営の厳しさを改めて実感された一年だった
のではないでしょうか。

それでも農家の皆さんは、品質を守りながら安定供給
に努め、地域の信頼を支えてくださいました。そのたゆ
まぬ努力に、心から感謝と敬意を申し上げます。

農業委員会としても、皆さまの声を受け止め、本年も
地域農業の持続と発展に力を尽くして参ります。新しい
年が、確かな実りと希望に満ちた一年となりますようお
祈り申し上げます。

� (横野 寛 委員) 


